
１０月３０日(日）、呉海上保安部では、１５４周年灯台記念日（１１月
１日）の記念行事として、航路標識協力団体である大崎上島町観
光協会との共催により中ノ鼻灯台の一般公開を実施しました。
当日は晴れわたる秋空に恵まれ、たくさんの方にご来場いただき
ました。
来場者の中には、中ノ鼻灯台が大好きで、年に複数回、京都から
見学に来られる方や、全国の灯台巡りをされている千葉在住の方
もおられ、色々な地域から来られた皆さんに、灯台と景色を楽しん
でいただきました。

航路標識団体とは、管区海上保安部長が指定した団体で、航路標識の維持管理
等の活動を自発的に行う民間団体等をいいます。
これらの指定にあっては、要件を満たす団体として幅広く募集を行い、活動を適
正かつ確実に行うことが認められる法人等に対して行っています。

中ノ鼻灯台の一般公開を実施しました
～ 青と白の岬 コントラストが映えた秋晴れのもと ～

● 航路標識協力団体

【当日の模様】



【中ノ鼻灯台の大ファンの方（京都にご在住）】

【灯台踊場でハイチーズ!!】

【灯室（５等レンズ）の前でパチリ】

【家族みんなでハイチーズ!!】



【灯台カードに記念スタンプゲット!】

【なぜか団栗集め】

【家族みんなでハイチーズ!!】

【観光協会さんによる灯台の歴史説明】

【LED型灯器の説明】

【地元ケーブルテレビの取材】


